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 東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー(

理
事
長
・
井
原
勝
介
市
長)

は

三
月
二
十
四
日
、
理
事
会
を
開
催
し
、「
地
元
自
治
会
の
同
意

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
計
画
を
断
念
し
ま
し
た
。

藤
生
沖
に
約
21
ha
を
埋

立
、産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

場
を
計
画
。

「
国
病
沖
の
産
業
廃
棄
物

処
分
場
を
考
え
る
会
」
は
、

関
係
住
民
三
四
八
八
名
の

反
対
署
名
を
岩
国
市
に
提

出
、「
産
廃
処
分
場
」
計
画

の
白
紙
撤
回
を
求
め
ビ
ラ

の
配
な
ど
住
民
の
中
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
漁
協
組
合
や
自
治
会

に
理
解
を
求
め
て
い
た
が
、
反
対
意

見
が
続
出
。
産
廃
処
分
場
建
設
で
は

建
設
予
定
地
を
中
心
に
半
径
五
百

メ
ー
ト
ル
の
住
民
の
同
意
を
得
得
ら

れ
ず
、
計
画
を
断
念
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
を
膨
張
し
た
女
性
に
対
し
、

清
風
ク
ラ
ブ
所
属
の
渡
市
議
が
自
分

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
防
衛
庁
の
患

者
か
」
と
書
き
込
み
、
画
か
れ
た
当
事

者
か
ら
市
議
会
議
長
宛
に
「
善
良
な

市
民
を
ス
パ
イ
扱
い
す
る
と
は
何
事

か
、
恐
ろ
し
く
て
傍
聴
に
も
い
け
な

い
」
と
抗
議
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
で
議
会
終
了
後
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
、
渡
議
員
へ
厳
し
い

批
判
が
集
中
し
ま
し
た
。
　

　
大
西
議
員
団
長
も
渡
議
員
が
か
っ
て

テ
レ
ビ
タ
ッ
ク
ル
で
も
裸
足
を
投
げ
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
全
国
放
送
さ
れ
、

岩
国
市
議
会
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
た
。

誰
で
も
失
敗
は
あ
る
。
非
を
素
直
に
認

め
る
必
要
を
指
摘
、
渡
議
員
あ
ら
た
め

て
陳
謝
し
ま
し
た
。

　
議
長
か
ら
渡
議
員
に
厳
重
注
意
が
申

し
渡
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
議
会
多
数
が
シ
ラ
ケ

　
岩
国
市
は
宇
野
千
代
生
家
を
貴
重

な
文
化
遺
産
と
し
、
新
し
い
観
光
資

源
と
し
て
整
備
し
、平
日
も
開
館
、新

し
い
観
光
客
を
掘
り
起
こ
す
目
的
で

用
地
取
得
費
を
約
六
〇
〇
〇
万
円
と

維
持
管
理
費
を
計
上
。

　
生
家
相
続
人
か
ら
用
地
売
却
と
生

家
の
寄
贈
要
望
が
出
さ
て
い
ま
し
た

が
、
管
理
運
営
を
予
定
し
て
い
る
団

体
は
未
だ
に
N
P
O
法
人
の
認
証
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
や
他
所
の
例
は

ほ
と
ん
ど
が
寄
付
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
考
え
、「
N
P
O 

法

人
が
認
証
を
取
得
し
、
用
地
取
得

費
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
努
力
を

促
し
、
市
民
多
数
の
理
解
が
得
ら

れ
る
程
度
に
公
費
負
担
の
軽
減
が

図
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
予

算
執
行
を
凍
結
す
る
」
と
の
決
議

を
新
市
政
ク
ラ
ブ
、
憲
政
ク
ラ

ブ
、
公
明
党
、
共
産
党
の
圧
倒
的

多
数
で
決
定
し
ま
し
た
。  

　

錦
帯
橋
架
け
替
え
の
効
果
で
渡
橋

客
が
増
え
た
の
を
機
会
に
、
岩
国
、
横

山
、川
西
地
区
を
含
め
て
周
辺
の
整
備

を
図
り
、文
化
・
史
跡
の
整
備
や
保
存
、

錦
帯
橋
資
料
館
な
ど
観
光
施
設
の
整

備
で
新
し
い
観
光
客
誘
致
を
目
的
と

し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

周
辺
整
備
は
当
然
必
要
で
す
が
、
今

あ
る
『「
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
」
を

拡
大
解
釈
し
て
新
た
な
基
金
を
創

設
す
る
こ
と
や
二
十
年
に
一
度
錦

帯
橋
を
架
け
替
え
る
こ
と
と
か
問

題
が
多
く
、
基
金
創
設
は
時
期
尚

早
』
と
し
て
、
新
市
政
ク
ラ
ブ
、
憲

政
ク
ラ
ブ
、日
本
共
産
党
の
三
会
派

が
反
対
し
ま
し
た
。

清
風
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、
リ
ベ
ラ

ル
の
会
派
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
現
交
通
局
長
の
任
期
が
三
月
末
で

満
了
す
る
こ
と
で
、市
長
は
唐
突
に
局

長
を
民
間
か
ら
公
募
す
る
と
発
表
。任

期
が
わ
ず
か
九
ヶ
月
し
か
な
い
の
に
、

成
果
の
見
通
し
が
た
つ
か
な
ど
、多
く

の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
字
解
消
に
努
力
し
て
き
た
職
員

の
苦
労
に
も
水
を
さ
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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4　月号

市
議
会
議
員

　
　
大
西
　
明
子

　
　
山
田
　
泰
之

　
　
藤
本
ひ
ろ
し

188号　　　　　　　　　　　　　岩国民報　　　　　　　　　　　2005年 4月

お読みください
日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

。

　
平
成
十
七
年
度
の
財
政
見
通
し
は

約
一
〇
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
岩
国
市
の
財
政
は
市
税
収
入
の
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
国

の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
普
通
交

付
税
が
減
少
し
、
歳
入
が
減
る
一

方
、
児
童
手
当
や
医
療
費
の
伸
び
等

で
福
祉
関
係
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
当
面
、
投
資
的
経
費
や
経
常
的
経

費
を
削
減
し
、
不
足
分
は
財
政
調
整

基
金
八
億
円
、
退
職
手
当
金
三
億
円

を
取
り
く
づ
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
七
〇
歳
以
上
無
料
で

あ
っ
た
老
人
優
待
バ
ス
が
十
月
か
ら

一
〇
〇
円
に
、
子
ど
も
達
の
教
育
予

算
の
構
成
比
率
は
7.5
％
と
過
去
最
低

で
す
。
お
年
寄
り
や
子
供
達
に
し
わ

寄
せ
が
来
て
い
ま
す
。

　
又
、
議
案
四
七
件
と
議
員
提
出
議

案
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
岩
国

市
太
陽
の
家
条
例
は
こ
れ
ま
で
措
置

制
度
で
終
日
療
育
を
し
て
い
た
の
を

支
援
費
制
度
に
移
行
し
、
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
な
う
も
の
で

す
。
制
度
移
行
の
た
め
お
き
て
い
る

保
護
者
の
要
望
に
こ
た
え
る
経
過
措

置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
錦
帯
橋
周
辺
文
化
観
光
振
興
基
金

条
例
は
特
別
会
計
の
意
義
か
ら
も

事
、
二
〇
年
に
一
回
錦
帯
橋
を
架
け

替
え
る
方
向
に
つ
い
て
も
議
会
の
理

解
は
得
ら
れ
ず
否
決
。
日
本
共
産
党

市
議
団
は
四
七
議
案
中
、
一
般
会
計

な
ど
八
議
案
に
反
対
、
三
九
議
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。

　
　
第
一
は
、基
地
政
策
で
、市
長
の「
国

防
上
居
力
す
る
立
場
に
あ
る
」
と
の
基

本
姿
勢
が
基
地
の
拡
大
強
化
、
ひ
い
て

は
N
L
P
を
呼
び
込
む
結
果
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
。

　
第
二
は
、
合
併
推
進
に
よ
っ
て
、
山

口
県
下
一
番
に
広
い
行
政
面
積
を
持

ち
、人
口
減
が
20
年
余
り
で
2
万
人
も

減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
で
財
政

的
に
も
新
市
を
支
え
き
れ
な
い
。
こ
れ

が
大
幅
な
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
も
た
ら
す

こ
と
。

　
第
三
は
、
法
律
の
範
囲
を
超
え
た

同
和
対
策
事
業
を
見
直
す
こ
と
。

　
第
四
は
、
学
校
給
食
の
民
営
化
に

反
対
で
す
。
麻
里
布
小
学
校
の
調
理

業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
で
、

教
育
委
員
会
の
直
接
の
管
理
監
督
が

出
来
な
く
な
り
、
安
全
が
保
障
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
。

　
五
番
目
に
市
営
バ
ス
の
老
人
優
待

精
度
の
改
悪
で
す
。
70
歳
以
上
の
高

齢
者
は
今
ま
で
百
三
十
円
区
間
ま
で
無

料
で
し
た
が
、
こ
れ
が
一
回
の
乗
車
ご

と
に
百
円
に
な
り
ま
す
。
往
復
二
百

円
、
毎
日
病
院
に
通
う
人
は
月
に
数
千

円
も
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

　
お
年
寄
り
い
じ
め
は
い
け
な
い
と
理

由
を
述
べ
て
反
対
し
ま
し
た
。

 

尚
、
一
〇
四
億
円
も
か
け
る
市
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
は
財
源
難
の
と
き
に
ふ

さ
わ
し
く
、
大
幅
な
見
直
し
と
先
送
り

の
必
要
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
は
二
〇
〇
二

年
夏
ご
ろ
住
民
か
ら
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
は
じ
め
、
黒
磯
地
区
、
元
町
周

辺
、
岩
国
駅
前
等
六
地
区
で
発
見
。

　
特
に
黒
磯
地
区
で
は
大
量
に
繁

殖
、
家
の
中
や
農
作
物
に
も
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　
黒
磯
地
区
の
住
民
が
「
被
害
者
の

会
」
を
結
成
し
、
一
八
一
〇
名
の
署

名
を
そ
え
て
被
害
対
策
を
市
長

に
陳
情
し
ま
し
た
。

　
市
議
会
と
し
て
も
、「
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
国
及

び
県
と
の
連
携
を
密
に
し
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
、
ク
ロ
ゴ
ケ

グ
モ
の
防
除
対
策
を
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。」

よ
う
決
議
を
し
ま
し
た
。

写真提供　日本蟻類研究会


